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手づくりの
野菜を食卓ヘ

ー坪農園で収穫の喜びを

作業を通してみなさんに受流を図っていただき、また野菜などの

収穫の喜びを知っていだだこうと七年前から行われている-坪農園。

町の教育委員会が募集しだ常永駅南側の一坪農園の貸出しには、

今年も多くのみなさんの応募がありましだ。

4月4日の日曜日lこは開園式が行われ、みんなで協力して農閣の

除草や整地をした後、手づくりの野菜が食卓に並べられるのを夢見

ながら、じゃがいもやねぎの植付けをしましだ。作業に手間取って

いた人もいましたが、周りの人に教えてもらったり手伝ってもらつ

だりして無事に植付けができたようです。

回
(町の人口〕

男 6，738人 (-2) 

女 6，372人(-15) 

計 13，110人 (-17)

世帯数 4，494人(+10) 

1993 ..J.)ヰ1日現在。()1刈は前月 比

No.187 間]の烏=ひばり

IIIJの花=れんげ

町の木=乙女椿
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予
算
は
、

町
の
平
成
五
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
当
初
予
算
が
、

三
月
の
定
例
議
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

ン
で
す
。

み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
を
有
効
に
使
っ
て
い
こ
う
と
す
る
、
町
。
つ
く
り
の
プ
ラ

今
年
度
は
、
景
気
回
復
の
見
通
し
も
予
測
で
き
な
い
状
況
の
中
で
、
本
町
の
財
政
事
情
も
厳
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
た
中
で
、
事
業
の
必
要
性
、
緊
急
性
、
事
業
効
果

な
ど
を
考
え
積
極
的
な
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。
幸
い
に
も
一
部
基
金
の
活
用
と
用
地
取
得
費
を
債
務

負
担
に
て
行
う
な
ど
基
本
計
画
ど
お
り
の
予
算
編
成
が
で
き
ま
し
た
。

さ
て
、
新
し
い
予
算
の
内
容
は
、

い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
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算重
M し

-会計別予算額

( )内は前年対比

平成5年度

45億円

(15.3%減)己
5億9，843万6千円

(0.9%減)

.6. 
zi: 

|国民健康保険特別会計|

般

51，憲5，097万3千円

(13.1%増〉l老人保健特別会計|

81:惹3，142万円

(39.5%増)
[下水道事業特別会計

1，561万?千円

(71.5%増)
渇水対策事業特別会計

64億9，644万円

(7.3%減)

き十)(合

町
の
今
年
度
の
予
算
は
、
総
額
で
六

十
四
億
九
千
六
百
四
十
四
万
円
で
す
。

前
年
度
の
予
算
七
十
億

一
千
百
十
二
万

一
千
円
と
比
べ
ま
す
と
、
七
・

三
%
の

減
と
な
り
ま
す
。

一
般
会
計
の
予
算
は
、

四
十
五
億
円

で
、
前
年
度
の
予
算
五
十
三
億
一
千
五

百
万
円
と
比
べ
ま
す
と
、
十
五
・

三
%

の
減
と
な
り
ま
す
。
前
年
度
に
は
温
水

プ
ー
ル
建
設
、
中
学
校
々
舎
増
改
築
な
ど

特
別
大
き
な
事
業
が
あ
り
ま
し
た
が
、

大
規
模
な
建
設
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い

な
い
今
年
度
は
、
前
年
度
に
比
べ
予
算

規
模
が
小
さ
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
・
下
水
道
事

業
な
ど
の
四
つ
の
特
別
会
計
の
合
計
は
、

十
九
億
九
千
六
百
四
十
四
万
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
約
十
七
・
七
%
の
伸
び
と

な
り
ま
し
た
。

平成元年度

平成 2年度33億 1.91 4万2千円

平成 3年度40億4.280万4干円

平成 4年度

平成 5年度

361:意3.109万ア千円

45億円

53億 1.500万円

歳
入
で
は
、
町
税
が
全
体
の
七
二

・

六
%
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
前
年
度
決

算
見
込
み
か
ら
予
測
し
ま
す
と
、
お
よ

そ
十
二
%
の
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
基
金
を
取
崩
し
一
般
事
業
に

充
当
す
る
繰
入
金
は
、
前
年
度
に
比
べ

六
五
%
の
減
と
な

っ
て

い
ま
す
。

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
十
年
連

続
し
て
見
込
ん
で
い
ま
せ
ん
。

人

河

台

育

一
方
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
土
木
費

が
全
体
の

二
四

'
三
%
と
ト

ッ
プ
に
な

り
ま
し
た
。
以
下
、
総
務
費
、
教
育
費

と
続
き
ま
す
。

詳
し
い
予
算
の
使
い
道
に
つ
い
て
は
、

四
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広報しようわ ② 平成5.5.1



国保特別会計

総額 5億9，843万6千円
(対前年比 0.9%の減)

今年度の予算総額は 5億9，843万6千円

で、前年度に比べ金額で568万9千円の減

額、伸率で0.9%の減となります。

今年度は、歳出で人件費を一般会計へ

計上、老人保健への医療費拠出金は若干

の増額、また歳出の大部分を占める医療

費の支出見込額は、前年度実績見込額を

考慮し低い伸び、になっています。歳入では、

国庫支出金、療養給付費交付金など歳出

に見合う額を計上し、保険税、一般会計

からの繰入金、前年度の繰越金を見込み

予算編成をいたしました。

国民健康保険特別会計
(単位千円)

手斗 目 金額
国民健康保険税 294.340 

歳 国庫支出金 194.947 
療葺給付費受付金 55.208 
岨~ 入 金 37.043 

入 繰 越 金 10.000 
そ の 他 6.898 

公11'1会也、 額 598.436 

科 目 金額
市金 務 費 3.968 

歳 保険給付費 459.038 
老人保健拠出金 118.099 
共同事業拠出金 3.434 

出 保健施設費 3.962 
そ の 他 9.935 

重~~也、 額 598.436 

老人保健特別会計

総額 5億5，097万3干円
(対前年比13.1%の伸び)

今年度の予算総額は 5億5，097万3千円

で、前年度に比べ金額で6，398万5千円、

伸率で13.1%と大幅な増となります。

これは平成 4年度における医療費支出

見込額の伸びが著 しく、費用負担増が見

込まれるところか ら、過去の実績等を考

慮し予算編成をいたしました。

老人保健特別会計
(単位千円)

科 目 金額

歳 支払基金父付金 378.501 
国庫支出金 113.917 
県支出金 28.479 

入 繰入金等 30.076 
総 額 550.973 

科 目 金 額

歳 総 務 費 1.198 
医療諸費 549.373 
公 債 費 300 

出 そ の 他 102 
告11'1公也、 額 550.973 

③広報しようわ 平成5.5.1

地方交付税

十年連続ゼ口見込み

消防費(3.8%)
公債費(6%) 憶6，871万9千円

2億7，086万5千円

惨一般会計予算の内容4

歳 入

45億円

議会費(1.6%)
7，299万1千円

歳出

45億円

その他(0.5%)

土木費

10億9，353万8千円

(24.3%) 

総務費

8億4，709万8千円

(18.8%) 



''
ρ
q
''
Aν

同''
ohN
''
ρ
p
'
F
Avmj
''
oq
'

・0
司'・ρq
'
P
ρmt

，P
ρ
p
'
P
ρmi

，，
Qq
''
oq
'

・0
可'・PAt
'
F
ρ
F

，p
o
p
'
F
ρR

，‘
ρ

ロ'
F
ρ
F

，F
ρ
F
'
P
ρ
F
'
F
ρ
p

，F
ρ
p

，P
ρ
p

，pp
p
'
P
ρAt
'
F
ρ
p
'
F
ρRt

，Fん

v
p
'
F
AUP
'
p
p
p

，Fρ
p

，，
ρ

可'
F
ρAi
'
F
ρ
p

，F
ρ
p
'
p
hvp

，p
o
p
'
F
AJF

，Fん

v
p

，p
p
p
'
p
o
p
'
p
p
p
'
F

‘眠
、町
、眠
、R
‘am
qR

‘em
qF

‘，
AUF

‘-町
、白山
‘m・awml
‘仇町
、η
‘，
、F
・、，
、F
‘，
、F
、問
、ロ
‘，
、η
‘酌旬
、九
‘句
、σ
、，
、F
‘，
AUF

‘，
AWR

、官
、R
‘aF
、F
‘，
AWF

‘，
、c
‘，，
Awg

‘，
qσ

‘，
AWσ

‘，
AUF

‘，
aw

官、，
、F
‘，
、。
‘，
、p
・‘，awp
‘，
、c
‘，
a苅

σ

‘a町、問
‘，
awσ

‘，
、σ
‘，
論、F
‘，
AWC
a
、，qF
‘，
awF

‘，
、σ
‘，
awp

‘，
、F
‘，
もF
‘，

活力ある町づくり教育・文化の町づくり

O庁舎 21惜の和室改修と庁舎入口自動ドア修

繕工事に 約1，500万円

O押原中学校講師としての外国青年招致に

約534万円

O購入以来 8年経った福祉パスの買替えに

約2，338万円
主O押原小学校々舎外壁の塗装工事などに

約3，451万円

O町のイメージア ップを図るための庁舎前時

計塔の設置に 約500万円な08月に豪州、|を研修する青少年海外派遣の補

助金に 約312万円

約41075"円O町ガイドブックなどの作成に

事
約574万円O青少年の対策費と して

約400万円

orふれあ い祭り 」を主催するふるさとづくり

推進委員会への補助金 約2，100万円

O勤労者の住宅取得のための融資預託金

約2，500万円

業
約8，297万円O 温水プールの通営費に

約375万円O各地区への運営費補助としてお身近な環境整備
約2，587万円

O衆議院議員選挙・農業委員会委員選挙費と

して 約461万円

盆
約3，38075"円O河川の改良 ・改修工事に

約2，129万円

O常備消防の甲府地区広域行政事務組合への

負担金 約1億3，497万円

O小型動力消防ポンプ ・各地区の消防積載車

の新規購入に 約1，135万円
O公園の工事や管理委託費用に

約2，947万円

約6857~i円o ~毎の家休憩・宿泊料の助成にの
01町内へ設置する育苗施設の助成に

約2，174万円

福祉の町づくり
健

約lイ意4，840万円

O環境にマッチした生け垣づくりの補助に

約200万円 O 心身障害者給付金・更生医療費給付など

身体障害者福祉費に 約1，84-1万円

母子家庭、乳児な

約2，394-万円
O老人、重度心身障害者、

どの医療費の助成に

O西条・河西ーの土地区画整理事業の推進に

約9，190万円

Oねたきり老人のおむつ代助成など、 在宅介

護支援事業の補助に 約180万円L-' きれいな町づくり
O敬老会補助金・老人福祉施設措置費などを

合む老人福iit費に 約l倍t1， 180万円

O総合健診、母子保健、結核予防など健康の

保持増進に 約4，752万円

O空き缶回収機・ 空き瓶回収ボ ックスなどの

購入に 約3007ゴ円
O 保育園の施設警備の助成・ 運営の補助など

約1，219万円

O各家庭などから出るごみや粗大ごみなどの

収集処理の委託に 約2，404万円
約3，705万円

約3，0077J"1円

④ 

約1，284万円

平成5.5.1

O情報化研究調査費として約200万円

oslT立|玄書館の本など図書資料の購入に

約1，771万円

O交通安全のための対策費に

約5倦~5 ，04-675"円O 道路の新設 ・補修な どに

O リゾー卜昭和の運営費に
約3億5，374-万円

07J'(国営農活生化対策事業の補助金に

約9757J"円

O下水道事業への繰出し金

遺
約183万円

0111伏川へのごみ取りスクリーン設置工事に

約800万円

O国民健康保険への繰出し金

O老人保険への繰出し金

O社会福祉協議会への補助金

広報しようわ

O私立幼稚園への就園奨励費に

O農道 ・用排水路の整備に

O地下水・河J11の水質検査に

Oごみ処理・し尿処理など中巨摩広域事務組一

合への負担金として がJ1億 1，268Ti円

O町道植樹帯や公園緑地等の管理委託料に

約1，035万円
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夏のバカンスにどう号、/

町
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
健
康

で
潤
い
の
あ
る
生
活
の
手
助
け
と
し
て

今
年
も
。
海
の
家
。
を
開
設
し
ま
す
。

こ
の
か
海
の
家
々
は
、
静
岡
県
榛
原

郡
相
良
町
観
光
協
会
と
昭
和
町
が
利
用

契
約
を
結
ん
で
い
る
も
の
で
、

『さ
が

ら
サ
ン
ビ

l
チ
海
の
家
』
と

『
シ
ー
サ

イ
ド
プ

l
ル
地
頭
方
』
を
、
町

の
全
額

助
成
で
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
宿
泊

の
場
合
に
も
、

町
が

一
人
に
つ
き
三
千

五
百
円
助
成

い
た
し
ま
す
。

相
良
海
岸
は
、
白
い
砂
浜
が
広
が
り

遠
浅
の
た
め
危
険
が
少
な
い
場
所
で
、

海
の
幸
も
豊
富
で
と
て
も
お
い

し
く
、

夏
に
は
た
く
さ
ん
の
海
水
浴
客
で
に
ぎ

わ

い
ま
す
。

宿泊所 名
収容 電話番号 ↑泊2食基本料金

人数 (0548) 大人 小人

民 大 j尺 45 58-1287 7，000 6，000 
民 とらぞう 50 58--0617 6，000 5，000 
民 さじゑもん 60 52-1534 6，500 6，000 
民 F邑::. 城 野 35 52-1038 7，000 5，000 
民 13¥ じ だ 15 52--0775 6，000 5，000 
民 美

子，ー』・、
良 35 52--0190 6，000 5，500 

民 さ が ら 45 52-4481 6，000 5，000 
民 宣EE言 士 見 20 52-1440 5，500 4，800 
民 さ さ や 40 52--0661 6，000 5，000 
民 田 Jと:ロ刀 190 52-4040 6，500 6，500 
民 す ず J兵 60 52--0614 6，000 5，000 
民 なかじ ま 40 52-1593 6，000 5，000 
民 ま つ み 30 52--0225 6，000 5，000 
民 もりま さ 80 52-1526 6，000 5，000 
民 大 磯 30 52-2323 6，500 5，500 
民 求 楽 45 52--0290 6，000 5，000 

べ むぎわらぼうし 23 52--0151 8，000 6，000 

べ 海岸通り 50 52-1363 9，500 7，500 
ñ~ 大 徳 屋 40 52--0055 9，500 6，500 
ñ~ て る 屋 40 52--0202 8，500 6，500 
ñ~ 相良センター 40 52--0546 6，500 6，500 

く昭和町指宮宿ー監秦

さが

※民は民宿、べはペンション、旅は旅館です。

O料金は一部屋に4名以上の場合の金額です。

2名以下ですと割増料金がかかる場合があります。

O暖房費は宿によって別料金の場合があります。

-
利
用
で
き
る
t
f

昭
和
町
に
住
民
登
録
及
ぴ
外
国
人
登

録
の
あ
る
人

-
料
品

・
休
憩

グ海
の
家
々
の
料
金

一
人
五
百

円
を
町
で
全
額
助
成
し
ま
す
。

(
た
だ
し

一
人
二
日
分
ま
で
)

-
宿

泊

町

で
三
千
五
百
円
を
助
成
し

ま
す
。
一

泊
二
食
付
き
。

(
た
だ
し

一
人
二
泊
ま
で
)

刊
d
手
続
占

-
休
憩

役
場
経
済
課
へ

印
鑑
を
持

つ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。
利
用
券
を
お

渡
し
い
た
し
ま
す
。

予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

住宅ローンガ

.00% 4 
でご利用になれます

昭和町

昭
和
町
マ
イ
ホ
ー
ム

ロ
l
ン
は
、
昭

和
町
と
労
働
金
庫
が
提
携
し
、
勤
労
者

の
み
な
さ
ん
に
マ

イ
ホ
ー
ム
資
金
を
ご

融
資
す
る
制
度
で
す
。

-
融
資
対
象
の
方

昭
和
町
内
に
自
己
の
居
住
す
る
住
宅

を
新
築
・
購
入
さ
れ
る
勤
労
者
の
方

-
宿
泊

最
初
に
、
相
良
町
観
光
協
会

(
8
0
5
4
8
1
臼
l
3
1
3
0
)
へ
予

約
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

予
約
が
取
れ
ま
す
と
予
約
通
知
書

が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
そ
の
予
約
通

知
書
と
印
鑑
を
持

っ
て
役
場
経
済
課

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

利
用
券
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

利
用
受
付
期
間

六
月

一
日
か
ら

阿
用
l
d
有
効
期
間

七
月

一
日
j
八
月
三
十

一
日

っ
日
ド

F

時
己

役
場
二
階
の
経
済
課
ま
で
ど
う
ぞ
。

(
宮
市

l
2
1
1

1
)

融
資
の
額

最
高
五
百
万
円

(
年
度
枠
が
あ
る
た
め
先
着
順
に
な

り
ま
す
)

利
率

・
返
済
期
間

利
率
:・
年
四
・

0
0
%

返
済
期
間
:
・二
十
年
以
内

担
保
・
保
証
人

担
保
:
・土
地
、
建
物

保
証
人・・
・
労
働
金
庫
が
定
め
る
保
証

機

関

(
個
人
保
証
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
)

返
済
方
法

元
利
均
等
払
い

。

毎
月
払
い
と
ボ
ー
ナ
ス
併
用
払
い

0

.
お
申
込
み
は
、

山
梨
県
労
働
金
庫

(
包

お

1
3
4
3
1
)
ま
で

.
お
問
合
せ
は
、

役
場
経
済
課

(
岱

万

|
2
1

1
1
)
ま
で

平成5.5.1⑤ 広報しようわ



野球もできる明るさです

ご利用ください

常
永
地
区
の
第
三
小
学
校
建
設
予
定

地
は
現
在
、
社
会
体
育
施
設
の
グ
ラ
ン

ド
と
し
て
み
な
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

三
月
末
に
は
夜
間
照
明
施
設
が
完
成

し
、
点
灯
式
で
は
マ
マ
さ
ん
サ

ッ
カ
ー

チ
l
ム
の
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

四
月
か
ら
は
夜
間
照
明
施
設
の

一
般

開
放
を
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

-
利
用
で
き
る
方

原
則
と
し
て
、
町
民
の
方
で
編
成
さ

れ
た
団
体
、
ま
た
は
町
内
の
事
業
所

第三小学校

グランド

利用のお問合せは

教育委員会 (fi75-3737)までどうぞ
O 

で
編
成
さ
れ
た
団
体
に
限
り
ま
す

0

.
利
用
で
き
な
い
日

日
曜
日
・
祝
日
の
夜
間

・
夜
間
照
明
使
用
料

(
一
時
間
に
つ
き
)

野
球

一
、
三
O
O
円

ソ
フ
ト
ボ

ー

ル

七

O
O
円

夜
間
照
明
を
使
わ
な
い
グ
ラ
ン
ド
使

用
は
無
料
で
す
。
(
許
可
が
必
要
)

※
野
球
の
照
明
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

照
明
の
二
倍
の
明
る
さ
で
す
。

-
申
込
み
方
法

・
施
設
使
用
許
可
申
請
書
を
教
育
委
員

会
(
中
央
公
民
館
内
)
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
教
育
委
員
会

の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

・
使
用
が
で
き
る
場
合
は
、

山伏川の桜並木
育成・管理に尽力

ら功労者J
表彰を受歯

去、「

使
用
許
可

書
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
使
用
料

を
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

-
お
問
合
せ
は

教
育
委
員
会
(
岱
万

1
3
7
3
7
)
ま
で
お
ね
が
い
し
ま

す
。

部
員
募

マ
マ
さ
ん
サ

ッ
カ
ー

初
心
者
の
方
も
歓
迎
し
ま
す
。
未
婚

の
方
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

。
活
動
内
容
練
習
は
毎
週
水
曜
日

午
後
八
時
i
十
時
(
西
条
小
校
庭
)

試
合
は
年
三
回
ぐ
ら
い
。
他
に
、
レ

ク
レ

l
シ
ョ
ン
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

O
連
絡
先
西
村
克
己
さ
ん

(
包
万
ー

3
3
1
9
)
ま
で
ど
う
ぞ

河東中島区

@ 
@ 

⑥ 

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

広
UF

b
 

成

。
こ
の
ほ
ど
満
九
十
歳
の
卒
寿
を
迎
え
平

ら
れ
た
河
東
中
島
の
神
宮
寺

允

さ

ん

わ

は、

「健
康
で
こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
!
"

が
で
き
た
の
は
み
な
さ
ん
の
お
陰
で
す
。
hw

福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
L

日

と
、
多
額
の
お
金
を
町
社
会
福
祉
協
議

会
へ
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

。
三
期
六
年
に
渡
り
昭
和
町
消
防
団
の

団
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
三
月
に
退
団

さ
れ
た
西
条
一
区
の
角
野
幹
男
さ
ん
は
、

各
地
区
の
消
防
積
載
車
や
本
部
ポ
ン
プ

車
に
配
備
す
る

『消
防
用
警
鈴
』
十
三

基
を
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

〆

河
東
中
島
区
で
は
、
昭
和
四
十
六
年

に
区
が
主
体
と
な
っ
て
、
区
内
を
流
れ

る
山
伏
川
の
両
岸
七
百
メ
ー
ト
ル
に
桜

の
木
百
二
十
六
本
を
植
え
、
育
成
と
保

護
管
理
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

今
で
は
立
派
な
桜
並
木
が
形
成
さ
れ
、

毎
年
春
に
な
る
と
素
晴
ら
し
い
花
が
咲

き
ほ
こ
ろ
ぴ
ま
す
。
花
見
の
シ
ー
ズ
ン

に
は
町
内
外
の
人
た
ち
が
訪
れ

「桜
の

名
所
地
」
と
し
て
み
な
さ
ん
に
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
四
月
二
日

東
京
都
千
代
田
区
「
憲
政
記
念
館
」

で
行
わ
れ
た
「さ
く
ら
祭
り
中
央
大
会
」

の
席
上
、
財
団
法
人
日
本
さ
く
ら
の
会

会
長
の
桜
内
義
雄
衆
議
院
議
長
か
ら
表

彰
状
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。



新
し
い
パ

公
平
委
員

• 
選
挙
管
理
委
員

の
紹
介

任
期
満
了
に
伴
い
、
新
し
く
公
平
委

員
に
三
人
、
選
挙
管
理
委
員
に
四
人
、

同
補
充
員
に
四
人
の
委
員
さ
ん
が
決
ま

ハ
ノ
土
J5
1レ
h
J」。

公
平
委
員
は
、
職
員
に
対
す
る
不
利

益
処
分
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て
に
対

す
る
裁
決
ま
た
は
決
定
な
ど
を
し
ま
す
。

ま
た
、
選
挙
管
理
委
員
は
、
国
、
県
、

町
な
ど
公
共
団
体
の
選
挙
に
関
す
る
事

務
や
管
理
な
ど
を
行
い
ま
す
。

任
期
は
そ
れ
ぞ
れ
四
年
間
で
す

0

・
公
平
委
員
(
再
任
)

窪田正男さん
(西条一区)

豊さん
膿)

相原
(飯

塚田 大さん
(河東中島)

-
選
挙
管
理
委
員

野自瀬一郎さん
(西条一区)

樋口 時雄さん
(西条二区)

窪田喜行さん
(紙漉阿原)

堀内五郎さん
(飯喰)

国
選
挙
管
理
委
員
補
充
員
(
敬
称
略
)

大

辻

俊

孝

(

築

地
新
居
)

今

福

俊

彦

(清
水
新
居
)

米

長

昭

太

郎

(

河

西

)

山
下

孝

弘

(
河
東
中
島
)

押原(

警察官

南
甲
府
警
察
署

・
押
原
駐
在
所
(
河

東
中
島
)
に
、
新
し
く
長
田
浩
二
巡
査

が
勤
務
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

長
田
浩
二
巡
査
は
こ
れ
ま
で
郡
内
の
富

士
吉
田
警
察
署
交
通
謀
に
勤
務
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
三
月
末
の
異
動
で
押
原

駐
在
所
に
こ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
二
年
間
に
渡
り
昭

和
町
の
治
安
維
持
に
あ
た

っ
て
い
た
だ

い
た
長
田
芳
文
巡
査
長
は
、
同
じ
南
甲

府
警
察
署
管
内
の
太
田
町
派
出
所
へ
異

動
さ
れ
ま
し
た
。

-
押
原
駐
在
所

・
西
条
駐
在
所

開

親しく
長圃巡

長田巡査

押原駐在所

日召辛口ノてイノ ぐス

市 川大門線

河東中島

t 清大 長
久

水保田
巡巡巡
査査査

寸一

町
で
は
、
四
月
一
日
付
け
で
職
員
の
辞
令
交
付
を
行
い
ま
し
た
。

一

寸

配

川

E
U引
ー

パ

川

」

町
民
窓
口
課
(
健
康
福
祉
課
)

一

「

酉

属

医

カ

メ

)

野

中

由

美

一
企

画

行

政

課

長

(

経

済

課

長

)

税

務

課

(

総

務

課

)

小
宮
山

毅

一

風

間

辰

男

税

務

課

(

教

委

図
書
館
)
神
沢
卓
見

一
経
済
課
長

(企

画

行

政

課

長

)

健

康

福

祉
課

(環
境
衛
生
課
)

一

中
沢

孝

造

大

森

保

夫

一
企
画
行
政
課
行
政
係
長
(
区
画
整
理
課
都
市
計
画
課
(
町
民
窓
口
課
)

・

係

長

)

海

野

豊

深

川

和
彦

一
区
画
整
理
課
係
長
(
建
設
課
建
設
係
長
)
都
市
計
画
諜
(
町
民
窓
口
課
)

一

内

藤

芳

男

篠

原

正

浩

一
建
設
課
建
設
係
長
(
企
画
行
政
課
行
政
都
市
計
画
課
(
環
境
衛
生
課
)

・
係

長

)

志

村

武

夫

内

藤

修

総
務
課
(
税
務
課
)
伊
藤
直
樹
教
育
委
員
会
・
図
書
館
(
都
市
計
画
課
)

町
民
窓
口
謀
(
税

務

課

)

志

村

雅

透

秋

山
高

一
郎

1
1
11
1
1
1
1
1J
 

W
恒
一

臨

時

・

総

務

課

電

話

交

換

手

一

藤
原
あ
す
か
-

臨

時

・

町

民

窓

口

謀

稲

津

明

子

一

嘱

託

・

環

境

衛

生

課

根

岸

英

人
一

嘱

託

・

環

境

衛

生

課

飯

室

明
夫

一

嘱
託
・
児
童
厚
生
員

斎

藤

久

子

-

嘱
託
・
児
童
厚
生

員

樋

川

淑
美

一

嘱

託

・

教

育

委

員

会

中

野

良

男

一

嘱

託

・

教

育

委

員

会

保

坂

順

子

一

嘱
託
・
給
食
セ
ン
タ
ー
坂
井
公
雄
一

臨
時
・

押
原
中
学
校
石
田
加
寿
子
一

「
品
川
剛
一
ア-

k
u
 

(三
月
三
十
一
日
付
け
)
一
5

教

育

委

員

会

・

公

民

館

応

接

員

一

執

保
坂
順
子
一

教
育
委
員
会

・
社
会
教
育
主
事

一叫ん

穂

坂

勇

一

い

五
味

香

織

一報一広

|
|

|
」⑦

採

押
原
中
学
校
・
臨
時



ごぞんじですか

人生の節目には

国民年金の
手続きを

今
の
年
金
制
度
で
は
、
日
本
国
内
の

二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
人
は
す
べ

て
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
方
も
厚
生
年
金
と

と
も
に
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
る
と
、
健
康
保
険
、

厚
生
年
金
の
加
入
手
続
き
は
会
社
が
行

い

ま
す
が
、
国
民
年
金
の
手
続
き
は
、

個

人
で
市
町
村
に
子
続
き
に
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
(
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
で
あ
る
問
の
国
民
年
金
保
険

料
は
厚
生
年
金
が

一
括
し
て
支
払

い
を

し
て
い
ま
す
)

次
の
よ
う
な
ケ

l
ス
で
国
民
年
金
の

手
続
き
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、

お
早
め
に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。
子

続
き
を
お
、
)
た
り
ま
す
と
、

「将
来
年
金

が
も
ら
え
な
い

」
ま
た
は

「年
金
が
少

な
く
な
る
」
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

特
に
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
に

関
す
る
届
出
は
、
将
来
の
年
金
確
保
の

た
め
に
非
常
に
大
切
で
す
。

「
種
別
変
更
届
」
が

必
要
に
な
る
主
な
ケ
!
ス

E羽rn主主ヨ・

オーストラリア
ニュージーランド

次
代
を
担
う
青
少
年
を
対
象
と
し
た
、

第
四
回
昭
和
町
青
少
年
海
外
派
遣
事
業

が
八
月
に
行
わ
れ
ま
す
。
八
月
二
十
一

日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
の
八
日
間
、
昨

年
と
同
じ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
を
訪
問
し
、
現
地
の
中
学

校
・
高
等
学
校
で
授
業
、
特
別
活
動
、

-
退
職
し
て
被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た

と
え
』

会
社
は
、
健
康
保
険
や
厚
生
年
金
の

資
格
喪
失
の
手
続
き
は
し
ま
す
が
、
六

十
歳
未
満
で
会
社
を
や
め
た
と
き
は
、

国
民
年
金
に
つ
い
て
、
ご
自
身
で
手
続

き
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

六
十
歳
以
上
で
退
職
し
た
と
き
は
、

国
民
年
金
の

「種
別
変
更
届
」
の
提
出

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
個
々
の
ケ
l

ス

に
応
じ
て
、
年
金
の
請
求
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

O
手
続
き
に
は
印
鑑
や
年
金
手
帳
の
ほ

か
に
健
康
保
険
証
な
ど
が
必
要
な
場
合

も
あ
り
ま
す
。
手
続
き
の
前
に
役
場
国

民
年
金
係
(
宮
市

2
1
1
1
)
へ
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

月日 1iff 官多 i也

8月
昼パスで成田空港ヘ

夜オーストラリアヘ
21臼(土)

出発

シド二一到着

2 22日(日) 市内見学

〈オペラハウス他)

学校訪問

3 23日(月) (J'¥ブリツク・スクール)

州会議事堂見学

ブリースベーンヘ

4 24日(火) コアラ保護区を見学

ゴールド・コーストヘ

5 25日(水) シーワールド、市内見学

6 26日(木)
オークランドヘ

自由行動

学校訪問

7 27日(金) (J¥イスクール)

市内見学

成田へ

夜昭和町到着

社
会
参
加
な
ど
に
つ
い
て
交
流
し
、
相

八
月
二
十

一
日
j

二
十
八
日

互
の
友
好
と
理
解
を
深
め
ま
す
。
ま

た

、

約

五

十

二
万
円
(
費
用
の
半

州
会
議
事
堂
や

コ

ア

ラ

保

護

区

な

ど

も

額

を

町

が

補

助

し
ま
す
)

見
学
す
る
予
定
で
す
。

-
応
募
締
切
日

丘
月
二
十
日
(
木
)

参
加
を
希
望
す
る
方
は
次
の
と
お
り

・
応
募
先
・
お
問
合
せ

ご
応
募
く
だ
さ

い
。

町
教
育
委
員
会
(
中
央
公
民
館
)
窓

・
応
募
資
格

町
内
在
住
の
中
学

口
に
あ
り
ま
す
申
し
込
み
用
紙
に
、

高

校

・

大

学

生

履

歴

書

を

添

え

て

申

し

込

ん

で

く

だ

.

定

員

九

名

さ

い

。
(
包
万
1
3
7
3
7
)

町，L-
4
h
4
bA'企

V4
--4
J

・4
4

4
-
4
h，‘，h
一4
e
A'
毛
+
を
+
!3
4:
4

4

4
マ

4

4

4

4

T4
4
'
4
4
4
4
、4
94
a

今
月
の

お
す
す
め

図
書

{一

般
図
書
}

0
小
さ
な
反
逆
者

C
-
W
・
ニ
コ
ル

o
晩
年
の
井
上
靖

山
川
泰
夫

o
蛙
と
算
術

河
野
多
恵
子

O
寝
た
き
り
の
春

加

藤

仁

講
談
社

求
誌
堂

に
川
・
日
川
ム
ム

キ
ミ
渇
什
4

イ

講
談
社

A
7
 

r
&・4
4
4

・4
・A，.4
4
4

・4‘
4
-
4
‘
4
4
4
4一手
+
‘
4

【児
童
図
書
〕

O

メ
ル
ヘ
ン
中
学
物
語

武
良
竜
彦
岩
崎
骨
一
一
回
広

O
走
れ
/
ひ
ま
わ
り
号

岸
川
悦
子

ひ

く

ま

の

出

版

O

マ
マ
の
お
む
こ
さ
ん

ネ
ス
ト
リ
ン
ガ
l

借
成
社

O
ま
ど
を
あ
け
る
と

た
か
は
し
と
お
る
ぎ
ょ
う
せ
い

O
木
林

へボ
ブ
・
グ
ラ
ハ
ム

-
期
間

・
費
用

⑧ 平成5.5.1広報しようわ
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昭和町サッカースポーツ少年団

老
人
ク
ラ
ブ
の
歌

歌
詞
が
決
ま
り
ま
し
た

同
μ同

μ

t
 

h
p
老
人
ク
ラ
ブ
一
瀬
会
長
か
ら
表
彰

を
受
け
る
三
神
さ
ん

同

μ月

誰
で
も
、
い
つ
で
も
、
楽
し
く
歌
え

る
『昭
和
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
歌
』

の
歌
詞
が
決
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
八
月
か
ら
行
わ
れ
た
歌
詞
の
募

集
に
は
、
町
内
外
か
ら
十
七
点
の
力
作

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
最

優
秀
賞
に
輝
い
た
押
越
の
三
神
登
志
江

さ
ん
の
歌
詞
が
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
歌
詞
に
決
ま
り
ま
し
た
。
な
お
、
作

曲
は
現
在
、

三
科
貢
さ
ん
に
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

三
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
た
老
人
大

三
月
に
行
わ
れ
た
今
回
の
大
会
は
、

県
下
七
十
六
チ

l
ム
が
初
め
て
対
戦

す
る
新
人
戦
で
、
今
年

一
年
間
を
占
う

大
切
な
試
合
で
し
た
。

五
試
合
を
勝
ち
抜
い
て
臨
ん
だ
甘
利

チ
ー
ム
と
の
決
勝
戦
は
、
テ
レ
ビ
で
も

放
映
さ
れ
ま
し
た
が
、
延
長
戦
で
も
勝

負
が
決
ま
ら
ず
P
K
戦
で
惜
し
く
も
優

勝
を
逸
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

藤
本
監
督
は
「
六
年
生
が
頑
張

っ
て

い
た
の
で
五
年
生
は
あ
ま
り
試
合
経
験

も
な
く
、
こ
こ
ま
で
く
る
と
は
予
想
も

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
ゲ

ー
ム

の
内
容
は
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
な
チ

ー
ム
で
す
の
で
、
も
う

一
つ
上
を
目
指

し
て
頑
張
り
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

学
で
は
、
最
優
秀
賞
の
三
神
さ
ん
を
始

め
、
優
秀
賞
五
人
、
佳
作
賞
十

一
人
の

み
な
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
町
老
人
ク
ラ
プ

連
合
会

ω歌
作作
曲詞

三
神
登
志
江

三
科

貢

昭

和
連町

絡一
協一
一人
服団

が今
盆主
Hロ

成 ;

一
一、

ゃ

っ

輝
く
八
ヶ
岳
を
背
に
負
っ

て

心
休
ま
る
湯
け
む
り
に

ふ
れ
あ
う
笑
顔
そ
れ
ぞ
れ
が

ふ
れ
あ
い
の
道
求
め
ゆ
く

わ
れ
ら
昭
和
の
老
人
ク
ラ
ブ

一一一
、

伸
び
ゆ
く
町
に
目
を
聞
き

今
日
も
楽
し
く
町
づ
く
り

友
と
生
き
甲
斐
語
り
つ
つ

夢
は
緑
に
萌
え
る
都
市

わ
れ
ら
昭
和
の
老
人
ク
ラ
ブ

真
白
き
富
士
を
あ
お
ぎ
つ
つ

昔
な
じ
み
と
子
を
と
っ
て

生
き
る
喜
ぴ
分
か
ち
合
う

新
た
な
誓

い
声
高
く

わ
れ
ら
昭
和
の
老
人
ク
ラ
ブ

AQE 

婦
人
連
絡
協
議
会
の
五
団
体

婦
人
会

愛
育
会

栄
養
改
善
推
進
員
会

農
協
婦
人
部

商
工
会
婦
人
部

三
月
二
十
七
日
、
町
内
の
婦
人
五
団

体
で
つ
く
る
町
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会

(
小
林
好
江
代
表
)
結
成
の
つ
ど
い
が
、

町
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
連
絡
協
議
会
は
各
婦
人
団
体
が

相
互
に
情
報
を
交
換
し
、
連
帯
し
な
が

ら
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

三
年
ほ
ど
前
か
ら

「
町
の
婦
人
団
体

の
横
の
連
携
を
と
り
情
報
交
換
を
し
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
活
性
化
を

図

っ
た
り
、
交
流
を
深
め
た
ら
ど
う
か
」

な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、

こ
れ
ま
で
連
絡
協
議
会
結
成
の
準
備
が

進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
正
副
会
長
や
役
員
を
選
出

し
、
会
の
規
約
や
年
間
の
予
定
な
ど
を

立
て
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

各
団
体
の
交
換
会
や
研
修
会
な
ど
も
随

時
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

つ
ど
い
で
は
、
県
立
高
等
看
護
学
院

教
務
主
任
の
新
藤
京
子
先
生
の

「
人
と

人
と
の
き
ず
な
の
中
で
生
き
る
」
と
題

し
た
記
念
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

平成5.5.1⑨広報しょうわ



アクション的な
新しい武道

はっびいたいむ

道
鉢道昭和クラブ

身事

『綜
道
』
:
:
:
ま
だ
み
な
さ
ん
に
あ

ま
り
な
じ
み
の
な
い
武
道
で
す
、か
、
今

月
は
こ
の
綜
道
を
練
習
し
て
い
る
綜
道

昭
和
ク
ラ
ブ
を
紹
介
し
ま
す
。

林
道
は
、
玄
制
流
空
手
道
と
し
て
空

手
の

一
流
派
だ
っ
た
も
の
か
ら
、
昭
和

四
十
年
に
林
道
と
し
て
独
立
し
た
武
道

で
す
。
空
手
と
の
大
き
な
遠
い
は
、
空

間
を
使
っ
た
技
を
多
用
す
る
点
で
、
従

来
の
空
手
に
体
操
の
床
運
動
を
ミ
ッ
ク

ス
さ
せ
た
う
え
に
、
飛
ん
だ
り
跳
ね
た

り
前
後
宙
転
し
た
り
、
体
の
軸
を
変
化

し
て
技
を
繰
り
出
す
ア
ク
シ
ョ
ン
的
な

新
し
い
武
道
で
す
。

県
内
で
は
現
在
、
競
技
者
が
約
百
五

十
人
い
ま
す
。
昭
和
町
で
は
昨
年
の
五

月
に
ク
ラ
ブ
が
設
立
さ
れ
、
現
在
小
学

生
七
人
、
高
校
生
三
人
、
一
般
二
人
が

毎
週
月
曜
日
と
金
曜
日
に
町
民
体
育
館

で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

三
月
二
十
日
に
は
、
第
三
回
山
梨
県

林
道
選
手
権
大
会
が
県
本
部
道
場
で
行

わ
れ
、
初
出
場
の
昭
和
ク
ラ
ブ
は
、
少

年
の
部
で
上
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

O
個
人
法
形
競
技

少
年
の
部

準

優

勝

神

戸

竜

二

ベ
ス
ト
8

赤

池
俊

樹

田

本

大

幹

O
団
体
法
形
競
技

少

年

の

部

4
位

昭

和

B
チ
ー
ム

神
戸
竜
二

野
沢
宏
仁
田
本
大
幹

6
位

昭

和

A

チ
ー
ム

中
沢

孝

昭

赤

池
俊

樹

鷹

野

山宗

※
空
手
の
型
に
相
当
す
る
の
が
法
形
競

技
で
、
組
子
が
実
戦
競
技
と
な
っ
て
い

ま
す
。監

督
の
神
戸
哲
雄
さ
ん
は
、

「昭
和
ク

ラ
ブ
の
父
兄
の
み
な
さ
ん
の
協
力
と
理

解
の
な
か
で
、
子
ど
も
た
ち
は
練
習
に
励

む
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
当
日
は
緊
張

の
中
に
あ
り
な
が
ら
も
正
確
な
技
を
出

せ
、
基
本
を
忘
れ
ず
に
精
い
っ
ぱ
い
競

技
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
日

と
話
し
て
い
ま
す
。

林
道
は
明
る
く
伸
び
伸
び
と
し
た
武

道
で
す
。
み
な
さ
ん
お
気
軽
に
入
会
し

て
く
だ
さ
い
。

O
連
絡
先
神
戸
哲
雄
(
河
東
中
島
)

(
岱
万
ー
3
5
6
3
)
ま
で
ど
う
ぞ

企初出場で健闘した鉢道昭和クラブ少年部の
みなさん

勢|?rr需市m?需需需市市:;;市市Jff点|f点点点111川11照榊l常q
.材料 (4人分)

れんこん 500 g 

長芋 150 g 

小麦粉 大2
卵黄 Tコ分

かまぼこ 適量

サラタ油 少々

(タレ)

(M50∞ しようゆ 50c.G 
みりん 50c.G 
砂糖 40g

少し煮つめる

-作り方

① れんこん、長芋はすりおろし、軽くしぼっておきます。

② ⑦の中へ小麦粉、卵を入れて、よくかきまぜます。

③ フライパンに油をひき、②を小判型に流し、その上にう

すく切ったかまぼこを乗せ、まだ②を流し、サイドイツチ

にします。

④ 間百にうすくこげ目がつき、火ガ通つ疋ら、タレをから

めて、出来」こがりです。

れ
ん
こ
ん
の
宿
借
風

栄養改善推進員

田中喜代美さんは河東)

| ちょっと一言 | 
魚のすり身のような味がします。

揚げて、レモンを添えてもよい

と思います。

二
信
濃
路
に
樽
積
ま
れ
お
り
斑
雪

ま
ん
さ
く
の
花
の
か
げ
な
る
野
点
か
な

こ
う
ほ
う
俳
句雨

宮

そ
れ
ぞ
れ
に
生
き
来
し
双
手
焚
火
か
、
」
む

野

焼

の

煙

日

暮

病

床

ま

で

句

、

山

井

上
ま
さ
江

春
果
、
し
た
く
み
な
世
辞
に
疲
れ
い
て

花
種
を
選
り
い
る
背
中
叩
か
る
る

机
見
ろ
見
ろ
と
入
学
待
つ
子
か
な

舞
と
い
ふ
菓
子
の
名
前
よ
春
矩
嵯

「
小
川
正
子
」
療
養
の
家
梅
白
し

「
花
か
げ
の
碑
」
に
作
つ
初
花
か
よ
り
け
り

女
ら
の
妊
娠
体
操
春
立
つ
日

強
東
風
や
杖
が
倒
れ
て
つ
ま
づ
き
ぬ

屋
敷
神
辺
り
に
お
り
ぬ
恋
の
猫

春
早
唇
乾
く
畑
仕
事

沙
羅
双
樹
背
中
合
せ
の
羅
漢
さ
ま

遠
川
流
の
お
庭
拝
見
梅
聞
く

松
ぼ
っ
く
り
蹴
っ
て
域
社
に
鳥
帰
る

春
星
や
真
珠
の
指
輪
し
て
句
座
へ

土
堀
し
明
る
い
陽
ざ
し
牡
丹
の
芽

遊
蝶
花
植
木
の
間
に
月
を
仰
〈

句
碑
の
里
除
幕
の
風
せ
ん
と
び
に
け
り

補
聴
器
の
人
と
合
席
浬
集
寺

活
け
替
え
て
よ
り
よ
く
揺
れ
て
椿
か
主

餅
投
げ
の
な
主
上
棟
ゃ
う
ら
ら
か
に

間
欠
泉
見
ん
も
の
と
て
諏
訪
の
ネ

百
姓

の
田
う
な
い
節
句
の
見
ず
な
り
ね

悼
か
み
し
手
を
打
つ
孫
よ
杜
静
か

静
か
な
る
嬰
の
寝
息
や
福
寿
草

イ宇
藤

磯
告F;頼

小
沢
百
合
子

長
田
そ
の
子

河
田

輿
石
さ
だ
代

塩
田

高
野

内
藤
ふ
く
次

中
;尺

薬
代
衣

仁二二コ

⑩ 

ネし
孝

平成5.5.1広報しようわ

春
Jエ

信
与

金
造

好
子

麻
子

久

枝
静
イミ

イじ

枝、
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医l宮古|メ|

山梨医科大学教授

病理学第二 川 日月

私
た
ち
の
体
を
つ
く
っ
て
い
る
細
胞
の

遺
伝
子
に
き
ず
が
つ
く
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
き
ず
を
つ
け
る
犯
人
を
イ
ニ

シ
エ
ー
タ
!
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
次
い

で
、
遺
伝
子
の
き
ず
に
よ

っ
て
細
胞
が

狂
い
だ
す
の
を
手
助
け
す
る
悪
役
、
プ

ロ
モ
ー
タ
ー
が
加
わ

っ
て
作
用
し
続
け

る
と
細
胞
は
が
ん
化
へ
向
っ
て

一
歩

一

歩
階
段
を
上
が
り
、
つ
い
に
昇
り
つ
め

て
完
全
な
が
ん
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

幸
い
私
た
ち
の
体
に
は
生
ま
れ
つ
き

備
わ

っ
た
抵
抗
力
が
あ

っ
て
、
遺
伝
子

の
き
ず
を
修
復
し
た
り
、
イ
ニ
シ

エ
ー

タ
ー
や
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
の
作
用
を
弱
め

た
り
、
狂
い
始
め
た
細
胞
を
大
事
に
至

ら
な
い
う
ち
に
始
末
す
る
と
い
う
こ
と

も
絶
え
ず
行
な

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

に
も
限
度
が
あ
る
の
で
す
。

現
在
考
え
ら
れ
る
実
用
的
な
が
ん
の

予
防
法
は
、
体
力
を
つ
け
て
抵
抗
力
を

高
め
る
と
と
も
に
イ
ニ
シ

エ
ー
タ
ー
や

プ

ロ
モ
ー
タ
ー
と
な
る
も
の
を
な
る
べ

く
避
け
る
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
生
活
習

慣
と
し
て

「
君
子
は
危
う
き
に
近
寄
ら

ず
」
を
実
行
す
る
こ
と
が
最
善
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。

で
は
「
危
う
い
も
の
」

と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

数
年
前
、
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
で
「
が

ん
の
予
防
の
十
二
ヵ
条
」
が
提
言
さ
れ

ま
し
た
。
塩
辛
い
も
の
、
熱
い
も
の
、

焦
げ
た
も
の
、
カ
ビ
の
生
え
た
も
の
な

ど
は
摂
ら
な
い
、
同
じ
も
の
ば
か
り
食

べ
な
い
で
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
つ
け
る
、

日
光
浴
は
ほ
ど
ほ
ど
に
し
、
喫
煙
は
つ

つ
し
む
な
ど
の
項
目
が
入

っ
て
お
り
ま

す
。
愛
煙
家
に
は
お
気
の
毒
で
す
が
、

生

タ
バ
コ
の
煙
に
は
イ
ニ
シ

エ
ー
タ

l
、

プ
ロ
モ
ー
タ
ー
が
た
っ
ぷ
り
合
ま
れ
て

い
る
の
で
「
危
う
い
も
の
」

の

一
つ
な

の
で
す
。
こ
の

「
十
二
ヵ
条
」
は
何
や

ら
昔
の
養
生
訓
み
た
い
で
物
足
り
な
く

忠
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
か
、
も

っ

と
正
確
に

一
人

一
人
に
つ
い
て
が
ん
予

防
の
メ
ニ
ュ
ー
が
処
方
で
き
る

の
は
ま

だ
ま
だ
先
の
こ
と
に
な
る
で
し

ょ
う
。

さ
て
、
自
分
の
健
康
を
守
る
の
は
当

り
前
で
す
が
、
ま
わ
り

の
人
た
ち

の
健

康
に
つ
い
て
も
思
い
や
り
の
気
持
を
も

っ
て
考
、
え
た
い
も
の
で
す
。
幼
い
子
の

遺
伝
子
は
き
ず
っ
き
易
い
で
す
し
、
年

を
取
る
と
体
の
抵
抗
力
も
衰
、
え
て
が
ん

に
な
り
易
い
下
地
が
で
き
ま
す
。
ど
の

病
気
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
こ
と

で

す
が
、
日
常
の
生
活
の
中
で
お
互
い
に

健
康
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
、

が
ん
の
予
防
に
も
つ
な
が
る
確
か
な
道

と
い
、
え
る
で
し
ょ
、
っ
。

参
考
図
書

杉

村

降

著

「発
が
ん
物
質
」
中
公
新

書
側
、
厚
生
省
編

「喫

煙

と

健

康

喫

煙
と
健
康
問
題
に
関
す
る
報
告
書
」

保
健
同
人
社
(
昭
和
六
二
年
)

企

画

財

団

法

人

里

仁

会

平成55.1⑪広報しようわ



(也)~ lきj

菖
員
寮
義
昌
司
わ
畠
ヨ
昌
司
自
-
畏
霊
損
ザ

吉
田
島
習
指
宮
署
謹
直

-rnv回
国
園
戸
』
唾

F
+
f
n
F問
問

4
J
h

E
き
よ
ぽ

5
れ
ま
宮

高
額
な
医
療
費
が
か
か
っ
た
場
合
、
患
者
の
み
な
さ
ん
の
自
己
負
担
の
緩
和
を

図
る
た
め
に
高
額
療
養
費
の
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
自
己
負
担
限
度
額
が
五

月
診
療
分
か
ら
次
の
よ
う
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

-

一

般

六

万

三
千

円

(

現

行

六

万

円

)

-
H
多

数

該

当

三

万

七
千
二
百
円
(
現
行
三
万
四
千
八
百
円
)

・
住
民
税
非
課
税
世
帯

三
万

五

千

四

百

円

(

現

行
三
万
三
千
六
百
円
)

.H
多
数
該
当

二
万

四

千

六

百

円

(

現

行

二
万
三
千
四
百
円
)

※
四
月
一
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
更
新

手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
至
急
役
場
町
民
窓
口
謀
国
保
係
ま
で
お
い
で

く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
・

印
鑑

倫
幽
蘭
悶

waaQ田
冠
祖
母

a

・
日
時
五
月
十
七
日
(
月
)

午
前
十
時
j
午
後
四
時

.
場
所
岡
島
「
ア
パ
ー
ト
・
七
階

・
相
談
内
容

交
通
事
故
損
害
賠
償
関
係

土
地
・
建
物
賃
貸
借
関
係

貸
金
・
売
買
代
金
・手
形
関
係
、

相
続
財
産
・
夫
婦
・
家
庭
内
の
紛
争

サ
ラ
金
の
返
済
関
係
、
そ
の
他

・
相
談
担
当
者
弁
護
士
・
調
停
委
員

・
主
催
山
梨
調
停
協
会
甲
府
支
部

山
梨
県
弁
護
士
会

国
後
援
甲
府
地
方
・
家
庭
・
簡
易
裁

申
所

・
協
賛
法
律
扶
助
協
会
山
梨
県
支
部

.

お

問

合

せ

は

甲

府

家
庭
裁
判
所

事
務
局

(
岱
お

1
1
1
3
1
)
ま
で

0
講
習
の
種
類

甲
種
防
火
管
理
者
講
習

o
講
習
日
時

①
六
月
十
七
日
(
木
)
・
十
八
日
(
金
)

②
六
月
二
十
二
日
(
火
)
・

二
十
三
日
(
水
)

午
前
九
時

l
午
後
五
時
ま
で

※
①
・②
ど
ち
ら
か
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

O
講
習
場
所

甲
府
地
区
消
防
本
部

三
階
講
堂

(
甲
府
市
伊
勢
三
丁
目

8
1
お
)

O
受
講
願
書
の
受
付

五
月
十
七
日
(
月
)
j
二
十
五
日
(
火
)

甲
府
地
区
消
防
本
部
・
広
報
謀

(
m
u
n
-
-
9
0
)
 

※
願
書
は
消
防
本
部
ま
た
は
最
寄
り
の

消
防
署
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

防
火
管
理
者

資
格
付
与
講
習
会

昭
和
町
か
ら
は
四
名

五
月

一
日
j
二
十
日

平
成
五
年
六
月
か
ら

平
成
六
年
二
月
ま
で

。
お

申

込

み

問

合

せ

役

場

企
画
行
政

開
不(

宮
万

l
2
1
1
1
)
ま
で

命
闘
同
国
同
開
W

消
費
生
活
通
信
講
座

県
で
は
、
み
な
さ
ん
の
消
費
生
活
に

関
す
る
基
礎
的
な
知
識
の
啓
発
と
消
費

者
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
テ
キ
ス

ト
と
ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
平
成
五
年

度
市
町
村
共
催
消
費
生
活
通
信
講
座
を

開
講
し
ま
す
。

O
募
集
人
員

。
募
集
期
間

O
任

期

水
道
局
か
ら

犬
山
の
ぷ
代
さ
ん

講
演
の
ご
案
内

o
日

時

六
月
六
日
(
日
)

午
後

一
時
三
十
分
間
場
・

二
時
開
演

O
会

場

甲
府
市
総
合
市
民
会
館

O
お
申
込
み

官
製
は
が
き
に

「講
演

会
入
場
希
望
」
と
書
い
て
甲
府
市
水

道
局
広
報
係
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
入
場
は
無
料
で
す
。

甲
府
市
下
石
田
二
|
二
十
三
l

一

(
g
m
l
3

3
1
1
内
線
3
0
5
)

O
締
切
り

五
月
二
十
日
(
木
)
の
消
印

ま
で
有
効
で
す
が
、
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

EZT73コ
「気をつけて

朝の一言 忘れずに

==3月分--

l件数 |負傷|死者 1

物損46件 I11人 |円λ | 
(+16) I一 | マー ! 

?げ!(+4) !(土 0)I 
( )内は、前月比 、
(西条押原駐在所調て1

障
害
を
お
持
ち
の
方
の
た
め
の

ワ
ー
プ
ロ
・
パ
ソ
コ
ン
講
習

職
業
準
備
訓
練

山
梨
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
害
者
の
方
を
対
象
と
し
た

O
A
講
習
と

職
業
準
備
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
す
。

-
O
A
講

習

・

職

業

準

備

訓

練

O
A
機
器
(
ワ
ー
プ

ロ・

パ
ソ

コ
ン

)

基

本

的

な

労

働

習

慣

(

作

業

態

度

や

操

作

の

基

本

技

術

習

得

を

目

的

対

人

関

係

等
)
の
訓
練

O
講

習

回

数

年

間

八

回

O
訓

練

回

数

年

間

四

因

。
講

習

期

間

四

週

間

O
訓

練

期

間

八

週

間

。
対

象

者

主

と

し

て

身

体

障

害
者

O
対

象

者

主
と
し
て
精
神
薄
弱
者

精
神
障
害
回
復
者

※
実
施
場
所
、
お
問
合
せ
先
は

山
梨
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー

甲

府

市

湯

田

2
1
げ

l
U

(
岱
ロ
l
7
0
6
9
)

宗
村
川
可
動
司
剖

a

E
五一

E
E
-
-
町フ
'
F
E
Z
F
1
E
E
E

五
月
二
十
一
日
3
三
十
一
日

O
工
賃
の
額
な
ど
を
記
載
し
た
「
家
内

労
働
手
帳
」
を
、
委
託
者
か
ら
必
ず

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

・
委
託
者
は
、
家
内
労
働
子
帳
を
必
ず

交
付
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す

0

.
仕
事
に
よ

っ
て
は
最
低
工
賃
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

。

「
簡
単
な
作
業
で
高
収
入
」
な
ど
、

う
ま
す
ぎ
る
話
し
に
は
く
れ
ぐ
れ
も

ご
用
心
を
。

O
ご
相
談
や
お
問
合
せ
は
山
梨
労
働
基

準
局
賃
金
謀
(
岱
臼

1
4
8
5
6
)
へ

国保ミこだより
町が医療機関などに支払った 2

月介の医療費は、約2845万 2千円

です。 (前年同月比 6.2%の滅)

病気の予防は、早

♂士苅司 期発見、早期j治台療

畠一畠慎《，ゐ巾 カがく大切です。むや

7陀門丹雪ラう)¥、r問r;j位mう みMな転腿医は即つつ礼し

tド!

一.."干 にイ吏いましょう 。

広報しようわ 平成5.5.1 ⑫ 



保健衛生だより

乳 児 健 康 吾ロ合ジ 査

受付時間及び地区 該当児 |場所

午後?時00分---1時30分 平成 4年10月

(押原地区)

5月刊日 I午後1時30分---2時00分 出 生 児 メ口入

(火常家地区) メ~

午後2時00分---2時30分 平成 5年月
官官

(西条地区) 出 生 児

受付時間及び地区 !該当児|場所

午後T時00分---1時30分 平成 4年 4月 t主祖主也~、
(押原地区)

5月13日 I午後1時30分---2時00分 出生児 A口、

体常永地区) メz〉z、

午後2時00分---2時30分 平成 4年 7月

(西条地区) 出 生児
査官

|西条地区|西条一区 西条二区清水新居 西条新田 | 
|押原地区|押越嶋中島紙漉阿原 | 
|常永地区 |築醐居腕 j咽上河東上i可東二区|

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具・パスタオル

種混合予防接種

日 時 5月26日(水)午後 4時---2時

場 所総合会館

該当児

砂I期……平成2年9月1日~平成3年2月28日までの出生児。

砂II期…一.1期3回を完了して1年から1年6か月以内の人。

砂平成2年3月1日~平成2年8月31日までの出生児で未接種の人。

持ち物母子手帳・問診票

〈注意事項〉

O 体温がはかっていないと接種できません。体温は必ずはか

ってきてください。

O問診票の記入もれなどがないように してください。

O接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

〈つぎのような人は接種できません〉

1.発熱している人。または著しい栄養障害のある人。

2. 心臓血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている人。

3.はしか(MMR)、BCG接種後1か月以内の人。

4. 1年以内にけいれん、ひきつけを起こした人。

3 歳児健康診査

: 実施日 5月刊日住)

受付時間午後1時---11時30分
場 所総合会館

該当児 平成 2年 2月 1日~平成 2年 3月31日までの出生

児、及ぴ前回未受診児。

持ち物母子手帳・ 3歳児健康診査票・食べものについて

の質問票・尿検査セット。

⑬広報しようb 平成5.51

因子手帳受付及び一般健康相談日

日時 5月10日(月)・20日(木)・31日(月)午前9時~竹時30分
場所総合会館

※母子手帳の交付を受ける方は印鑑を持参してくださしE。妊

娠証明書は、必要ありません。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導な どを行し、健康についての相談にお答え していま

すので、お気軽にお出かけくださし、。

春期ポリオ生ワクチン投与
日時 5月ア巴働午後4時---2時

場所総合会館

該当児

砂1回目・・・平成 4年 8月 1日~平成 5年 1月31日までの出

生児。

砂2回目 …平成 4年 2月 1日~平成 4年 7月31日までの出

生児。

砂平成 4年 2月 1日以前に生れた子で 4歳以下の未投与者。

持ち物母子手帳・問診票

※追加投与…上記の実施日に投与できなかった幼児について

追加投与を 5月21日(劃午後11時---1時30分ま

で実施します。

〈注意事項〉

O体温がはかつてないと接種できません。前夜と当日の体温

は必ずはかつてきてくださし」

O問診票の記入もれや押印の忘れがない よう注意 して くださ

し、。

O接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれくださし」

くつぎのような人は投与できません〉

①現在下痢をしている人、または発熱している人。

② l年以内にけいれん、ひきつけを起こした人。

③は しか(MMR)、BCG接種を受けてから1か月以内の人。

④ 3種混合予防接種を受けてから 2週間以内の人。

5 歳児健康診査
実 施 日 5月27自体)

受付時間午後T時---1時30分
場 所総合会館

該当者昭和63年 2月 1日~昭和63年 4月30日までの出生

児。及ぴ前回未受診児。

持ち物母子手帳・ 5歳児健診質問票・尿検査セ ット

乳児整形外科検診

実施日 5月25日(火)
受付時間午後 1 時~11時30分

場 所総合会館

該当児平成5年1月1日~平成5年2月28日までの出生児。

持ち物母子手帳

飼えなくなった犬猫収集日
日時 5月7・21日(劃

午前10時50分~10時55分

場所総合会館前

※収集車がくるまでは飼主 もいっしょにいてくださ l'o また、

猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでし っか

り封をして くださ い。
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サ
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人

※
参
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無
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で
す
。
当
日
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親

子
そ
ろ
っ

て
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し
み
い
た
だ
け
る
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な
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あ
り
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す
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O
お
申
込
み
問
合
せ
は

役

場

建

設

課

(
宮
市

1
2
1
1
1
)
ま
で

西八代 ・南巨摩地区、 甲府市

23日 増穂町民体育館

午後 2時-3時30分

献血にこ協力ぐだぜ日
日時 5月24巴(月) 午前9時30分~午後3時30分

※ 1 1 時30分~12時30分までは受付を休ませて

いだだきます。

昭和町役場前

ところ

開会式

場所

利答
用昼
時露
関の
刀、 ミ目

夏害
時:

間

-
月
曜
日

1
土
曜
日

午
前
十
時

l
午
後
四
時
ま
で

・
日
曜
日

第
二
、
四
日
曜
日

の
み
入
浴
で
き
ま

す
。
正
午
か
ら
午
後
八
時
ま
で

-
夜
間

水
・
土
曜
日
に
入
浴
で
き
ま
す
。

午
後
五
時
j
午
後
八
時
ま
で

※
日
曜
日
と
夜
間
に
つ
い
て
は
、
現
金

を
取
り
扱
い

ま
せ
ん
の
で
、
回
数
券

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

置
お
問
合
せ

役
場
健
康
福
祉
課
ま
で

(
岱

万

1
2
1
1
1
)
ま
で

押河紙築飯河主主
東 j鹿地 河

河東
中阿新 一

越島原居喰西東区

毎週月 ・木曜日

6日・10日.13日・17日.20日
24日.27日.31日

清
水
新
居

火・金曜臼

西
条
新
田

西
条
二
区

西
条
一
区

i也

区

毎月第T水曜日第3水曜臼

19日

毎週

ア日・11日・14日・18日・21日
25日・28日

毎月第2水曜臼第4水曜日

12日 ・26日

燃
え
る
物

26日

前
々
か
ら
考
え
て
は
い
た
こ
と

な
ん
で
す
が
、
今
月
か
ら
さ
さ
や

か
で
は
あ
り
ま
す
が
編
集
後
記
を

載
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

広
報
を
担
当
以
来
早
く
も
二
年

が
た
ち
ま
し
た
。

「
新
企
画

・
新

ス
タ
イ
ル
で
紙
面
刷
新
し

た
ら
」
と
い
う
声
が
あ
ち

ら
こ
ち
ら
か
ら
聞
か
れ

る
今
日
こ

の
頃
。

「
、
」
れ
が
新
企
画
」

と
言
、
っ
訳
で
も
な

い
の
で
す
が
。

※収集日が祝日の場合は収集業務はいたしませんの

で次回の収集 日をご利用 くださ い。

※必ず町指定の収集袋 を使用して くださし、。ダンボ

ール箱などでは出さないでくださし、。

※収集袋、荷札には必ず住所、氏名を記入してくだ

さし、。荷札は粗大ゴミに使用してくださし、。

※収集日の当日午前8時30おまでに出してください。

※可燃物、不燃物の分別はしっかりおこなってくだ

さい。

⑬ 平成5.5.1広報しょうわ


